
薬学教育６年制では、医療・臨床に強い薬

剤師を養成する観点から、質の高い実務実習

を行うことが重要なポイントとされ、このた

め６カ月間の長期実務実習が必修となった。

実務実習は１カ月間の事前教育を経て、薬局

実習と病院実習をそれぞれ2.5カ月ずつで構

成されることになっている。長期実務実習が

スムーズに実施されるかどうかは、６年制の

成否にも関わる大きな問題だ。同時に実務実

習は医療の現場で行われることから、実習開

始に当たっては、学生が実習を受けるにふさ

わしい知識・技能を備えているかが問われ

る。それを担保するため、各大学で共用試験

が実施されることになっており、現在そのあ

り方についても検討が進められている。

病院実務実習に関しては、大学と病院との

密接な協力関係、相互理解が不可欠と指摘さ

れている。日本病院薬剤師会では実務実習の

学生を受け入れるため、「グループ病院実習」

「ふるさと実習」という仕組みを提案し、そ

のシステム構築を進めてきた。

この考え方の根底に流れているのは、全て

の学生に均質性の確保された実習内容を提供

すること。病院の分布や学生数の急増といっ

た問題がある中、各大学に格差の出ない環境

で実務実習を履修させる意味で、グループ病

院実習制度のシステム化は合理性の高い提案

といえるだろう。日病薬も、「附属病院を持

たない大学が大多数という現状では、グルー

プ病院実習、ふるさと実習を導入して進める

以外に手段はない」と説明している。

また病院実習の意義について、病院薬剤部

の現場に勤務している薬剤師らは、現場でし

か体験できないことや、現場の発想に基づく

ものが多いことを強調している。さらに実際

に薬学生が病院へ実習に出る場合、体力的に

も精神的にも非常に厳しい負担がかかるとの

考えから、将来の方向性として大学教員たち

も病院実習を体験したり、病院で学生の指導

に当たる必要性等も指摘されている。

具体的には今後の薬学教育の理想的な方向

性について、「大学教員が臨床現場を体験し、

その体験に基づいて薬学教育に取り組むこと

が重要。その根底にあるのは命の尊さであり、

そこをしっかり押さえることが必要だ」とい

った声も挙がっている。

薬局実務実習においても、大学側と受け入

れ施設の連携を進めることの重要性が強く指

摘されているが、それ以前の基本的な課題と

して、実習施設の確保も重要である。

今年度の入学定員は約１万2000人。これだ

けの人数が、４年後の2010年度から実務実習

を開始することになる。

日本薬剤師会等の考え方は、薬局が１年間

に２回、それぞれ１人ずつの学生を受け入れ

るという方式だ。これに従えば、単純計算し

ても約6000軒の薬局が必要ということにな

り、最低限それだけの施設を確保しなければ

ならない。さらに現実の運用として、学生は

薬局へ２カ月半通うことから、実習先の薬局

が下宿先や実家の近くなのかという基本的問

題もある。

これらを踏まえ

ると、やはり「ふ

るさと実習」とい

う考え方が非常に

重要になってく

る。だが、実際に

「ふるさと実習」

が行われた場合、

学生が通う薬局と

大学との距離が非

常に遠いケースも

出てくる。そのた

め実習生を受け入

れる薬局と大学と

の連携を図ること

が重要であり、互

いの信頼関係を構

築することが必要だと指摘されている。

大学側も実務実習に関しては、丸投げする

のではなく、受け入れ施設側との緊密な連携、

コミュニケーションを取り、積極的に検討す

る姿勢を示している。

実習費用の問題に関しては現在、大学、病

院、薬局の３者で議論が進められている最中

だ。受け入れ施設側は、実際に学生を受け入

れるには、それなりの準備も必要であり、あ

る程度の経費がかかると主張する。特に長期

実務実習の導入により、実習期間が今までよ

り長期にわたること、実習もモデルコアカリ

キュラムに基づいた細かい

中身を求められることなど

から、従来より多くの経費

が必要になると想定されて

いる。経費の発生は大学側

も認め、応分の負担をする

ことでコンセンサスが得ら

れており、これから具体的

な額が決められることにな

る。

一方、実務実習へ臨むに

値する知識・技能が備わっ

ているかを見る共用試験

は、知識を問う試験「ＣＢ

Ｔ」と、技能・態度を評価

する実技試験「ＯＳＣＥ」

の２本立てで行われること

が決まっている。

また、分野の棲み分けは

せず、共用試験の出題範囲
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「ふるさと実習」の仕組み提案大学と受け入れ
施設連携がカギ

日本薬学会が武庫川女子大学で行ったＯＳＣＥトライアル
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「ＭＲ研修テキスト」は、医薬情報担当者

（ＭＲ）が職務を果たすために最小限必要な

知識（ミニマムリクワイアメント）を身に付

けるために作成されたテキストである。ＭＲ

認定試験（12回実施）は、当テキストを範囲

としており、テキストにはそのレベルも明示

されている。

テキストは、３部冊で構成されているが、

特に専門領域にかかわるテキストⅠ、Ⅱには

薬学系以外の人でも理解しやすいように、巻

末に「用語解説」がある。

▽ＭＲ研修テキストⅠ「疾病と治療」

テキストⅠは、人体の構造、生理と機能、

疾病と病態、検査、治療などについて器官ご

とに分かりやすくまとめられており、ＭＲは

もちろん、臨床薬剤師を目指す学生の皆さん

にとっても好適な教科書となるだろう。すで

に患者と接しておられる病院薬剤師、保険薬

局薬剤師（調剤窓口の薬剤師）にとっても座

右の書としてお奨めできる。349ページ／

2800円（消費税、送料込み）

▽ＭＲ研修テキストⅡ「薬理学、薬剤学」

薬理学は、総論を入門者でも理解しやすい

よう平易にしかもコンパクトにまとめてい

る。薬が生体内でどのようにして効果を発揮

するのか、メカニズム等の学習を通して理解

することができる。

薬剤学は、薬が安全に使用され、最大の効

果を発揮するために必要な製剤の設計、医薬

品の試験、処方・調剤と服薬指導などの項目

を、理解しやすいように開発段階から時系列

的に記述している。薬学生の皆さんの国家試

験対策にも大いに参考になると思われる。１

69ページ／2000円（消費税、送料込み）

テキストⅢは、医療の一端を担う関係者

（ＭＲも含む）が知っておくべき一般知識

（倫理、医薬概論、法規・制度、ＰＭＳ、添

付文書の基本用語）が１冊にまとめられてい

る。倫理は、ＭＲの視点で記述されているが、

医療従事者に当てはめてもなんら不都合はな

い内容である。252ページ／1600円（消費税、

送料込み）

いずれも、財団法人医薬情報担当者教育セ

ンターへ、ファックスまたはセンターのホー

ムページを通じて直接申し込む。

TEL  03-3279-2500 FAX  03-3279-2550

URL http://www.mre.or.jp/

ＭＲの業務は大きく変化してきている。以

前、プロパーと呼ばれていた時代の医薬品の

売り込み、接待等を中心としたセールス的な

業務から、現在では医薬品の適正使用を推進

する医薬情報の専門家としてチーム医療の一

端を担う役割へと変わってきた。

本書では、医療関係者から期待されるＭＲ

像を実現するために必要な項目が、単にハウ

ツーではなく人間関係の基本となる原理、原

則に目を向け、具体的かつ適切に解説されて

いる。これから、ＭＲとして活躍したいと考

えている学生を含めた皆さんにとって格好の

指導書と言えるだろう。197ページ／1500円

（税別）

全国の有名書店あるいは薬事日報社へ直接

申し込む。

TEL  03-3862-2141

URL  http://www.yakuji.co.jp/
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にはならなくても薬剤師国家試験の出題範囲

になること、国試と共用試験は難易度で差別

化を図り、共用試験は正答率80％となるよう

に出題設定することなどが、基本的考え方に

据えられている。

ＣＢＴに関しては現在、各大学から東京理

科大学にあるセンターサーバに問題が集積さ

れている段階であり、今までの蓄積数は約１

万題に上っている。現在は事前評価が進めら

れており、その後５月中旬～７月中旬に再評

価、さらに７月初旬～８月初旬に最終評価

（分野別調整）を行う段取りだ。それらを経

て、８月以降にトライアルが実施される予定

だが、トライアルは、2010年の本格実施まで

に、３回以上は行う必要があるとの考えも示

されている。

第三者評価も、引き続き検討が必要な課題

の一つだ。現在は、評価基準や基準の観点、

ガイドラインなどの評価指針まで含めて検討

する方向で進められている。

今後の課題は、評価の中身である基準やガ

イドラインを、どのように完成させていくか

であり、①外部委員も含めた検討②各大学や

関係省庁からのパブリックオピニオンの聴取

③自己トライアル――などを経て、全国薬科

大学長・薬学部長会議で最終決定される見通

しである。さらに、評価の実施機関や評価手

順なども検討課題に挙がっている。

また行政当局も、６年制教育や実務

実習を、側面から支援していく姿勢を

打ち出している。

厚生労働省は、05年度からワークシ

ョップ及び講演会を通じて、長期実務

実習の実施に伴う指導薬剤師の養成に

取り組んでいる。08年度をメドに、約

7000人の指導薬剤師を養成する計画

だ。今年度からは予算も上積みし、規

模を拡大して実施する方針であり、

「力を入れて進めたいと考えている」

と話している。

文部科学省は、今年度予算で新たに

「臨床能力向上に対する質の高い薬剤師養成」

を進めていく方針だ。６年制の薬学科を持つ

国公私立大学を対象として、質の高い医療人

を養成するための特色ある取り組みを公募・

選定し、３年間の財政支援を行うもの。こう

した支援措置を通じて各薬科大学が競争し、

薬剤師養成教育の新しい姿を築き上げていく

ことを期待している。

文
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や
厚
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策
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▽ＭＲ研修テキスト蠱「医薬品概論、ＰＭＳ、

添付文書」


